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認知症まちづくり 

地域円卓会議 in北中城村 
 

北中城村における認知症の方も参画可能な 

農福連携を実現させるためのネットワークづくりを考える 

 

 

実施報告書（10/8 時点） 
 

日  時： 2024 年 8月 28 日（水）18:00-21:00（受付開始 17:30-） 

場  所： 北中城村あやかりの杜 多目的ホール（沖縄県中頭郡北中城村喜舎場 1214 番地） 

主  催： 特定医療法人アガペ会、沖縄認知症見守りコンソーシアム 

（公益財団法人みらいファンド沖縄、公益社団法人沖縄県地域振興協会） 

後  援： 北中城村 

協  力： NPO 法人まちなか研究所わくわく 

 

 

 

 

報告書作成 

NPO 法人まちなか研究所わくわく 

公益財団法人みらいファンド沖縄 
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ＡＣＴＩＶＩＴＹ ＲＥＰＯＲＴ 

【報告】認知症まちづくり地域円卓会議 in北中城村 

■日  時：2024 年 8 月 28 日（水）18:00-21:00 

■場  所：北中城村あやかりの杜 多目的ホール 

■着席者数：9 名（論点提供者、司会、記録者含む） 

■参加者数：22 名（福祉・医療機関、社会福祉協議会等) 

 

■主  催：特定医療法人アガペ会、沖縄認知症見守りコ

ンソーシアム（公益財団法人みらいファンド

沖縄、公益社団法人沖縄県地域振興協会） 

■後  援：北中城村 

■協  力：NPO法人まちなか研究所わくわく 

 

 

 

 

 

北中城村における認知症の方も参画可能な農福連携を 

実現させるためのネットワークづくりを考える 
 

特定医療法人アガぺ会は、休眠預金を活用した認知症まちづくり事業において、農業リハビリテーション「遊

農くらぶ」を展開し、今夏から宜野湾市から北中城村へ移転しました。医療の専門家として、診断の有無を問

わず、制度の狭間によって取り残される高齢者の居場所づくりを農作業を通し、参加者それぞれの主体性を大

切にして活動しています。同法人は、昨年北中城村と「農を活かした健康・福祉の里づくりに向けた推進事業」

を円滑に進めるべく協定を締結しました。今回の円卓会議では、北中城村や民間業者、地域との連携強化を目

指すためのネットワーク体制について、みんなで話し合います。 

センターメンバー 

 

多和田 洋子 

遊農くらぶ 

ボランティア 

 

山川 悟史 

北中城村 

農林水産課 

農村活性化係 

主任 

 

今田 達也 

ウィングアーク 

1st株式会社 

ダイバーシティ雇用室 

 

久高 郁枝 

社会福祉法人 

北中城村 

社会福祉協議会 

事務局長 

 

吉川 太朗 

地域再生推進法人 

株式会社 EM研究機構 

研究部技術開発課／ 

北中城村 EMユニバーサ

ルビレッジ 

開業準備室 

泰 真実（特定医療法人アガペ会 作業療法士） 

真名井 敦（特定医療法人アガペ会 事務部長） 

 

北中城村における認知症の方も参画可能

な 

農福連携を実現させるためのネットワー

クづくりを考える 

論点提供 
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＜板書記録＞ 
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■今後のアプローチの方向性（提案） 

1. 各セクターが定期的に話し合う場の必要性 

認知症の方も参画可能な農福連携を目指すには、医療、福祉だけでなく、北中城村が描

く農を活かした観光、住まいなど関わるセクターが多く、住民も含めたマルチステー

クホルダーで対話を重ねる必要がある。まず、アガペ会が各セクターとの関係性をつ

くり開示して、定期的に集まり、悩みを出す場をつくろう。 

2. 農福連携の評価指標を出し合おう 

農福連携は、事業の採算性だけでなく、福祉的就労や耕作放棄地問題への波及効果な

ど、様々な付加価値があり、複数の指標で評価することが重要である。各セクターがお

互いの評価指標を出し合い、合意することで、制度だけでない評価ができ、同時に資源

も調達できるようになると考える。 
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■参加者によるサブセッション 

 

北中城村における認知症の方も参画可能な 

農福連携を実現させるためのネットワークづくりを考える 

（参加者記載の原文をそのまま記載している為、事実と異なることがあります。グループ毎に①、②・・・と記載） 

 

①  

ヨナグニ出張 

認知症カフェ 

（予防）母の経験、軽度認知症 

まだわからない 

支援がない 

わからない 

勉強会 

認知症の方でも参加 

ドラゴンフルーツ 

簡単につくれる、楽しめる 

（農業）がいい 

OIST→ドラゴンフルーツ第 1 次～6 次まで 

「高校生」→商品化している 

認知症方も含めて←OIST タイアップ 

はばが大事 

・採算性大事 

・居場所づくりの意味 

（能力）合った対応を考えていく 

居ごこちがいい 

・ネットワークづくり 

・それぞれで仲間づくり 

 声かけを 

食糧自給率 37％ 

戦争となでなく 

上げていく 150％ 

平和的解決になる成果物を 

皆がつくれる 

加工も含めて 

ドラゴンフルーツの育て方 

広めている方がいて 

こども食堂 

 

②  

感じた事 

・農業は天候に左右されることもある。 

・学生（小学校）の児童に対して、認知症につい

ての理解や実際に関わっている方たちから話す

る。また、遊農クラブに来ている方たちから農

業について教えてもらう。→面識ができる 

・雨天時や暑い日の対応 

→病院ベランダや中（室内）で土づくりの話を

したりしている。 

→主催側都合で時間が午後になってしまう。 

埼玉県 

病院に併設されている畑で育てて、病院食にも

提供 

雨天時⇒押し花などを作成 

花などを育てたりしている 

最近は、キムチやピクルスなどの調理を行って

いる。 

オクラ→切ってスタンプ作り 

近隣で協力して解決していく方法もある。（課題） 

☆気軽に声かけして協力。 

（連携） 

見学→第一歩 

 

③  

・ 認知症だけではなく身体障がい者や不登校

の子にも生かせる！ 

・ 農業はいろいろな活用法がある！ 

・ 今後の連携として長期のスパンとして色々

な業種と行うことが大切！ 

・ 個性を生かした役割をみつけられたらいい

な。 

↳個々に合わせた支援、きっかけ作り 
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④  

取組みを存続するために 

資金について（存続） 

（アイデア） 

資金 2 年で 2000 万 

・生産物で Pay できない 

・200 コでは 

・対象者は？ 

☆公的なお金が使えない 

 ふるさと納税 

周囲への伝え方 

小中学生から親世代へ！ 

村ではなく県 

・5 年後、10 年後を考えていかないと 

・循環を考える必要 

・コストをどうかけるか？ 

・北中城に住みたくなる 

キャッチコピー 

元々コミュニティーが強い 

自治会 

どこにでも居場所が作れる 

 

⑤  

実績、成果がすぐにでなくても!! 

↳村としての未来を!! 

持続可能なものとして 

認知症の初期対応 

福祉課もいっしょに 

他の課もいっしょに取り組めたらいい!! 

村役場全体で!! 

一社でとりくむとハードルが高いため 

得意な分野の人達で連携して!! 

おたがいが力を出し合えば!! 

今日のような場続けていく事が重要 

損としても長期での対応 

町づくり 

 

 

 

 

⑥  

 障がい者理解がすすむとサポートに繋がり

やすい 

 住んでる社会でサポートし合える事が大切 

 企業との連携：認知症でも同じ 

本人の居場所 

 情報発信が大切 

→できる人をふやしていく事 

 １つの企業や行政だけですすめると… 

 

⑦  

 身体障がいの方の定年後 

 やっぱりお金 

 宜野湾市では介ゴ予防事業 

 自分達で作った物をよろこぶだけでなく、収

入につなげるしくみ 

 村内のミニデイで販売するしくみ作り 

 企業間 

 ボランティアを増やすには？PR、仕事、作

業内容がわかりやすいと入りやすい 

 長雨つづきで畑に来なくなってしまった人

もいる 
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認知症まちづくり地域円卓会議 in北中城村 

参加者アンケート集計 

 

◆概要 

・日時：2024 年 8 月 28 日（日）18:00-21:00 

・場所：北中城村あやかりの杜 多目的ホール 

・着席者：9名（論点提供者、司会、記録者含む） 

・参加者：22 名（福祉・医療機関、社会福祉協議会等） 

（アンケート回収 19 名、回収率 86％） 

１．どちらから？ 

 

 

２．所属 

 

 

３．円卓会議はどのように知ったか 

 

 

４．満足度 

平均：4.7（5 点中） 

5. 

満足 

4. 

概ね 

満足 

3. 

普通 

2. 

あまり

満足し

ていな

い 

1. 

不 

満足 

14 名 5 名 0 名 0 名 0 名 

 

５．満足度の理由 

（５．満足） 

 村のつながりを再確認できました。 

 1）大変幅のひろい話題で、内容が濃く、様々

なとりくみを知れたこと 

2）それぞれの立場の方の役割や悩み、活動

を開示することでネットワーク 

 2 年前まで北中城包括にいました。農福連携

がよくわからず、でも農業が大好きで今後

ぜったい介入したいです。どの立ち位置で

…ワクワクしました。ありがとうございま

した。 

 いろい色な方と多くの意見を交換できた。

あまり知らない分野でしたので、話がきょ

うみぶかかったです。 

 さまざまな職種や業種の方たちの話を聞け

て、とても勉強になりました。 

 大きな未来を聴かせていただきました。北

中城村に住みたくなった。北中城村で働き

たくなった。 

 私自身が働いている地域が何に取り組んで

いるのか、具体的に知れた事、何ができるの

かは明確にありませんが、協力、支援してい

こうと思います。 

 自分達だけじゃなく、外の情報に耳をかた

むける事も大事だと思いました。 

 多くの専門家の話がきけてよかった。数十

年かけて実現できればと思う。 
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 色々な方の話をきけてとても勉強になった

し、宮道さんのメモもわかりやすくてよか

った。 

 円卓会議の強みが活かされたテーマ 

すきまの議論で課題共有とできること思考

仲間を増やしながら課題解決 

 自分の住んでいる村で農を中心とした大き

な活動が起きている事が知れて勉強になり

ました。 

 北中城村のとり組みを知れた。希望につな

がりました。 

 

（４．概ね満足） 

 課題が見つかりましたが、またフィードバックの場

を頂けたら嬉しいです。 

 農の大切さを再認識しました。 

 他業種の意見・考え方を聞けて、今後の参考になっ

た。 

 いろいろな御意見、大変勉強になりました。 

 仕事で遅れてしまって前半が聞けなかったので、内

容には様々な職種の方の話し（取りくみ）を聞けて

とても勉強になりました。 

 

 

６．円卓会議で印象に残ったこと 

 つながり、弱さの公開の大事→つながり、き

ずなとなる。 

 「その人」の人となり、潜在的な部分を発掘

し、共有し発信する、マッチングする力が沢

山必要だと思いました。 

 情報が多すぎで…泰さんの話がよかったで

す。 

 ふるさと納税で資金を集める 

 利用者だけではなく、自分達の取り組みを

評論すること、フィードバックする事の大

切さ。 

 普段きけない話がたくさん聞けてよかった。 

 情報の大切さをあらためて感じた。 

 地域再生推進法人、行政計画 

 課題を自分たちだけで考えるのではなく、

いろいろな企業や職種の人たちに発信する

ことの大切さ、連携大切。 

 北中城内外へもっと発信していきたいと思

いました。 

 子どもも一緒に活動の絵に入れたい 

 全方向への周知に限ると感じました。 

 お互いのものさし合わせ 

 情報開示の重要性と見せ方の大切さが連携

をスムーズに行う、問題解決につながる。 

 吉川さんのお話しの中で、小学校や病院、地

域の方と連携して街作りを計画しているこ

と。はじめて聞けたのでとても楽しみだな

と思いました。 

 それぞれの企業が行っている事を互いに共

有が上手く行えていない事が印象的でした。

困り事や行っている事を開示していく事は、

企業間だけでなく、個人間でも大切な事だ

と感じました。 
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（写真）会場の様子 
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＜サブセッション 記録用紙＞ 
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